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第 12章　イエスの教え　

　イエスは多くの教えを語った。それは「神の国」
zo1 たとえ

という一つの主題に貫かれており、種まきの譬か
らはじまり、成長し、実を結ぶ収穫のときが来て、
終末を迎える。このように、教えはシリーズをな

ごろくしゅう

している。それに教えの断片が語録集として加え
しゅぎょく

られ、また論争の中で語られた珠玉の言葉が集め
られている。ジオットは「小鳥に説教するフラン
シス」の絵の中に、イエスのイメージを重ね、野
の花、空の鳥のように生きた人の姿を描いている。

キーワード　
１，神の国の教え
２，語録集
３，論争の中での教え

1，神の国の教え

時は満ち、神の国は近づいた。悔い改めて福音を信じなさい。
　（マルコ1:15、以下はマルコによる福音書の引用章句である）

　イエスが世に出て最初に口にした言葉は「神の国」の到来である。教
えの主題は「神の国」であることが告げられている。それは「種」の
たとえによって、種がまかれ、成長し、収穫の時がくるというように、
以下のように一連の流れをもって語られている。

たと

1,「種まき」の譬え
ま

よく聞きなさい。種を蒔く人が種蒔きに出て行った。蒔いているあいだに、あ
る種は道端に落ち、鳥が来て食べてしまった。ほかの種は、石だらけで土の少
ない所に落ち、そこは土が浅いのですぐ芽を出した。しかし、日が昇ると焼け

小鳥に説教するフランシス
　　　　　ジオット
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いばら

て、根がないために枯れてしまった。ほかの種は茨の中に落ちた。すると茨が
おおい

伸び覆いふさいだので、実を結ばなかった。また、ほかの種は良い土地に落ち、
芽生え、育って実を結び、あるものは30倍、あるものは60倍、あるものは100
倍にもなった。 (マルコ4:3-8)

ことば

　種はみことば、即ち、言をさしている。品質は同一であっても、ま
かれた場所によって育ち方が異なる。そこで畑は人の心や人間主体を
さしている。同じ話を聞いても、聞く人の興味や、注意力、理解力の
違いによって、分かる人、分からない人、身につく人、身につかない
人というように違ってくる。種は同一であるのに、まかれた畑によっ

ことば

て育ち方が違ってくる。イエスは同一品質の種、すなわち言によって、
畑である人間主体を問題にする。
　道ばたに落ちた第１の種は鳥が食べるように、神の言は語られたが
サタンがきて奪っていく。第２の種は石地に落ちて根を張ることがで
きない。困難に弱いのである。第３の種は茨の中で、育たない。そし
て第４の種が、よい畑にまかれ、30倍、50倍、100倍の実を結ぶ。
　問題は畑であり、人間である。その畑が種を育てるためには、石を
取り除き、茨を刈り取り、やわらかい土に造りかえることも必要であ
ろう。

2,成長する種　
ま

　神の国は次のようなものである。人が土に種を蒔いて、夜昼、寝起きしてい
るうちに、種は芽を出して成長するが、どうしてそうなるのか、その人は知ら
ない。土はひとりでに実を結ばせるのであり、まず茎、次に穂、そしてその穂
には豊かな実ができる。実が熟すと、早速、鎌を入れる。収穫の時が来たから
である。　(マルコ4:26-29)

　種がどうして成長するのか、人は知らない。種はひとりで成長する。
たんしゅく

ビデオカメラでとった映像を短い時間に短縮して見ると、花が咲いて
いる様子がダイナミックに見える。そのように、夜昼、寝起きしてい
るあいだに種は育っている。人の成長も同じではないだろうか。
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3,一粒のからし種
　神の国を何にたとえようか。どのようなたとえで示そうか。それは、からし
種のようなものである。土に蒔くときには、地上のどんな種よりも小さいが、
蒔くと、成長してどんな野菜よりも大きくなり、葉の陰に空の鳥が巣を作れる
ほど大きな枝を張る。  　(マルコ4:30-32)

　一粒のからし種、それは種子類のなかでは最も小さい。それが育っ
て大きくなると葉の陰に空の鳥が巣を作るほどに成長する。神の国は
見える形ではあらわれない。目にとまらないほどちいさい種に、大き
な成長が約束されているように、人にまかれているのは小さな種のよ

ことば

うな神の言である。よい畑で成長すると大きいものになっていく。

4,ぶどう園の収穫
めぐ しぼ

　ある人がぶどう園を作り、垣を巡らし、搾り場を掘り、見張りのやぐらを立
て、これを農夫たちに貸して旅に出た。収穫の時になったので、ぶどう園の収
穫を受け取るために、僕を農夫たちのところへ送った。だが、農夫たちは、こ
の僕を捕まえて袋だたきにし、何も持たせないで帰した。そこでまた、他の僕

なぐ ぶじょく

を送ったが、農夫たちはその頭を殴り、侮辱した。更に、もう一人を送ったが、
今度は殺した。そのほかに多くの僕を送ったが、ある者は殴られ、ある者は殺
された。また一人、愛する息子がいた。『わたしの息子なら敬ってくれるだろ
う』と言って、最後に息子を送った。農夫たちは話し合った。『これは跡取り
だ。さあ、殺してしまおう。そうすれば、相続財産は我々のものになる。』そ
して、息子を捕まえて殺し、ぶどう園の外にほうり出してしまった。
　さて、このぶどう園の主人は、どうするだろうか。戻って来て農夫たちを殺
し、ぶどう園をほかの人たちに与えるにちがいない。聖書にこう書いてあるの

すみ

を読んだことがないのか。『家を建てる者の捨てた石、これが隅の親石となっ
た。これは、主がなさったことで、わたしたちの目には不思議に見える。』」(マ
ルコ12:1-11)

  この話はイスラエルの歴史を短いたとえで語っている。ぶどう園は
神に選ばれたイスラエルの民、またユダヤ人をさす。神はエジプトの
奴隷であったイスラエルを選んで、自分の民とした。（申命記7:6 ～
11）。イスラエルが選ばれたのは、神の愛を受けた存在として模範とな
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り全人類を救うという使命に生きるためである。そのような収穫の時
が何度かあった。士師の活躍や、ダビデ王、またソロモン王の繁栄は

へんりん

そういう時の片鱗をあらわしている。また預言者たちが神の言を語っ
ことば

たとき、神の言に従えば、豊かな収穫が得られただろう。しかし、王
は聞きいれず、民も聞かなかった。ぶどう園の収穫のために送った僕
とは預言者たちであり、農夫たちはこの僕たちをつかまえて袋だたき

うやま

にした。そこで主人は自分の子は敬ってくれるだろうと思って、最後
つか あとと

に自分の愛する子イエスを遣わした。すると農夫たちはこれは跡取り
だ、殺してしまおう、そうすればぶどう園は我々のものになると話し
合い、殺してぶどう園の外に投げ捨てた。ここでイエスは自分が十字

しょ

架に処せられる運命を預言している。すると主人はどうするだろうか。
農夫達を殺して、ぶどう園をほかの人々に与えるであろう。これは紀
元66-70年のローマに対するユダヤ独立戦争をさしており、その結果

りさん

彼らは国を失い、ユダヤ人は世界に離散の民となった。このような歴
史的事実を預言している。
　すべての歴史的出来事には前兆がある。この意味で全ての事象は、
終末の時をうつし出している。子どもが産まれるとき陣痛によって、
その時が近いことを知る。夕方に空が赤く夕焼けであれば、明日は晴
の天気であることが分かる。そのように全ての事象は終りを映し出す
前兆と考えられる。
　しかし、イエスが語る終末は、収穫の「喜び」につつまれている、目
的達成の時なのだから。
　
２．イエスの教え　語録集

　イエスの教えは「山上の教え」（マタイ5-7章）に集められている。
ルカはイエスの教えを「平地の教え」としてルカ福音書の６章におさ
めている。マタイとルカの共通点と相違点から教えを読み解いていこ
う。
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山上の教え マタイ福音書５章1-12

イエスはこの群衆を見て、山に登ら
れた。腰を下ろされると、弟子たち
が近くに寄って来た。そこで、イエ
スは口を開き、教えられた。
心の貧しい人々は、幸いである、天
の国はその人たちのものである。
悲しむ人々は、幸いである、その人
たちは慰められる。
柔和な人々は、幸いである、その人
たちは地を受け継ぐ。
義に飢え渇く人々は、幸いである、
その人たちは満たされる。
憐れみ深い人々は、幸いである、そ
の人たちは憐れみを受ける。
心の清い人々は、幸いである、その
人たちは神を見る。
平和を実現する人々は、幸いであ
る、その人たちは神の子と呼ばれ
る。
義のために迫害される人々は、幸い
である、天の国はその人たちのもの
である。わたしのためにののしら
れ、迫害され、身に覚えのないこと
であらゆる悪口を浴びせられると
き、あなたがたは幸いである。喜び
なさい。大いに喜びなさい。天には
大きな報いがある。あなたがたより
前の預言者たちも、同じように迫害
されたのである。(マタイ5:1-12)

平地の教え　　ルカ福音書6章

さて、イエスは目を上げ弟子たちを見
て言われた。
「貧しい人々は、幸いである、神の国は
あなたがたのものである。
今飢えている人々は、幸いである、あ
なたがたは満たされる。
今泣いている人々は、幸いである、あ
なたがたは笑うようになる。
人々に憎まれるとき、また、人の子の
ために追い出され、ののしられ、
汚名を着せられるとき、あなたがたは
幸いである。
その日には、喜び踊りなさい。天には
大きな報いがある。この人々の先祖
も、預言者たちに同じことをしたので
ある。しかし、富んでいるあなたがた
は、不幸である、
あなたがたはもう慰めを受けている。
今満腹している人々、あなたがたは、
不幸である、
あなたがたは飢えるようになる。今
笑っている人々は、不幸である、
あなたがたは悲しみ泣くようになる。
すべての人にほめられるとき、あなた
がたは不幸である。
この人々の先祖も、偽預言者たちに同
じことをしたのである。」

（ルカ6:20-26）
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山上の教え

 イエスは９つの「幸い」を教えた。
「心の貧しい人」の幸い、「悲しむ人」の幸い、「柔和な人」「義に飢え
渇く人」の幸いを、前半において、その消極的、受動的な経験がもつ
意味を「幸い」であると評価し、そして後半の「憐れみ深い人」の幸
い、「心の清い人」の幸い、「平和を実現する人」、また「義のために
迫害される人々」の積極的、能動面がもっている「幸い」を対比して
いる。表に示すと右図のようになる。
　貧しさや悲しみの経験も、迫害されて
受ける苦痛をも幸いであるという。喜び
の中に誕生し、その出発を祝福された人
は、どんな困難や失敗に負けそうになっ
ても、初めの祝福は死ぬまで変わること
がない。自殺を思いとどまる人が、母の
顔を思い浮かべ、お世話になった人のこ
とが思い浮かんだという時、彼は人生を
その祝福された出発から受け止めなおし
ているのである。
　天地創造のはじめに神が被造物を「良し」とされた祝福は、世の終

ひび

わりまで変わることのないその基調音を響かせている。この絶対不変
の祝福の上に人の「不幸」と「幸い」がそれぞれの色合いをなしてい
ると考える。
　悲しみのなかで人のつれなさや優しさを知る人は、その心が浄化さ

うれ

れ、神を見るという幸いを経験する。「貧しき憂い、生くる悩み、つ
ぶさになめし、この人を見よ」と歌う讃美歌121番は、貧しく、悲し
みの人、イエスの経験を歌っている。

平地の教え　　ルカ福音書6章

　平地の教えは次のように４つの幸いと四つの不幸を対置している。
　「貧しい人」「飢えている人」「泣いている人」「憎まれている人」は
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　マタイとルカの違い、また共通点を上記のように示すことが出来る。
そこで、８つの教えを消極的、積極的両面をもつ４つの体験に整理し
て、教えの意味を次のように読み解いてみよう。
1.貧しい人と憐れみ深い人、　　 2.悲しむ人と心の清い人、
3.柔和な人と平和を実現する人、4.義を求め迫害される人

1.心の貧しい人－憐れみ深い人

　心の貧しい人々は、幸いである（マタイ5:3）

 　２通りの貧しさがある。
　1.文字通りの貧困がある。イエスは群集を見て「飼う者のない羊の
ような有様を深く憐れんだ」。生きる支えを持たない貧しさ、住む
土地もなく、食べるもの、着るもの、住むところがない、そのような
貧しさがある。マタイは貧しさに「心」という一文字を入れて「心の
貧しい」人たちといっている。物質的貧困だけでなく、それが心を貧
しくする面も見ている。
　次に、2.すべてを捨ててイエスの弟子となった貧しさ、また自ら進
んで弟子となった貧しさ、犠牲的、献身的貧しさがある。
　文字通りの貧しさであっても、自ら選んだ貧しさであっても、貧し
い人は「幸い」である。
　次頁の図は、貧困を限りなく小さな円で表そうとしている。物質的
には限りなく無に近づくと同時に、その足元から支えている祝福に近

あふ

づく。しかし、世の富に惑わされて、自分の足元に溢れてくる命の豊
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かさを感じないければその貧しさは不幸であ
ろう。
世の富の喪失は、豊かな命に接近する契機と
なる。その意味で、心の貧しい人たちは幸い
であると言えよう。
　しかし、なお貧しさは祝福の条件ではない。
「ご覧なさい、わたしたちは一切を捨ててあな
たに従って来ました。ついては何がいただけ
るでしょうか」（マタイ19:27）と弟子たちが
言うとき、彼らは貧しさを取引の条件にして
いる。そうではなく、貧しくても分かち合う
ように命を受けているのである。
　それは憐れみ深い心を養う。食べ物や着物、また生命を思い煩うに
先だって、全ての人の足もとに来ている祝福に満ちた命である。それ

わずら

ゆえに「思い煩ってはならない」。思い煩う前に、「神の国と神の義」と
を求めるのでなければならない(マタイ6:25-34)。
憐れみ深い人

   貧しい人たちには「憐れみ深い人たち」が対応する。ルカは貧しい
人と富んでいる人を対置し、「富んでいる人たちは不幸だ」という。富
んでいる人たちには、貧しい人たちの憂いや生きる悩みをしらない。
分け合う経験も知らない。

2.悲しむ人－心の清い人

悲しむ人々は、幸いである

　２つの悲しみがある。悪いものを見る悲しみと、善いものに欠ける
悲しみである（デカルト「情念論」)。
　悪いものを見る悲しみ

　今日、喜び笑っている人が、明日は悲しみにうちひしがれて、泣き
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悲しむ。そのような悲しみがある。死別、別離の悲しみは生まれた以
上誰もが経験しなければならない悲しみと言える。人はみな親の愛に
つつまれて生まれて来た。その愛の深さは失う悲しみを含んでいる。
親をなくす悲しみがあり、子に先立たれる悲しみがある。不慮の事故、
病気による死、子の身の上を案ずる悲しみがある。そして故なき不安
にさいなまされて眠れぬ夜を過ごす悲しみがある。それにもかかわら
ず、「悲しむ人々は、幸いである」。この祝福が、悲しみを根底から支
えている。人はみな、終わるときまで変わることのない祝福を人生の
出発に受けている。

善いものに欠ける悲しみ

　「あなたに欠けているものが一つある」(マルコ10:21)。イエスは、彼
を訪ねてきた青年に足りない一点を指摘する。その一点とは「神の国
と神の義」とを求めることである。そうすれば、第2、第3の「これら
のものは、みな加えて与えられる」(マタイ6:33)。イエスの悲しみは、
善いもの、この一点に欠けるものを見る悲しみといえる。

　心の清い人

　この「心」(kardia）は、幼な子のような心である(マタイ18:1-5)。「わ
たしたちが幼な子であったときには、幼な子らしく語り、幼な子らし
く感じ、また幼な子らしく考えていた。しかし、おとなとなった今は、
幼な子らしいことを捨ててしまった」(1コリント13:11)。それはまた

うつわ

「鏡に写して見るような心」である。すなわち、「器」としての心であ
うつわ

る。器は汚れてはならず、清くなければならない。鏡はきれいでなけ
れば汚れをうつすだろう。脳の細部まで画像によって見ることが出来
るようになって、心=脳の傷を診断するという場合も含まれる。
　それに対して「心の貧しい人」の「心」（pneuma）は器の中味である

れいせい

「精神」や「霊性」を意味している。心の貧しい人たちは自分の精神力、
また霊性の欠乏を知っている。つまりその必要性を知って、求めてい
る。
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　祝福に結ばれてありのままで何物にも汚されていない心、それは人
間的な働きが断念された心ともいえる。その絶たれた所から生きる人、

あふ

その人は、足元に溢れる祝福を受けて立つ。そういう心が清い。
　水野源三(1937-1984)さんは昭和21年、小学4年生の時に赤痢にか
かり、高熱のため障害を負い、手足はもとより、ものも言えなくなり、
意志表現の手段はまばたきすることができるだけとなった。やがて目
と耳を通して聖書に触れ、牧師の導きによって信仰を得た。「あいうえ
お」の50音表をお母さんが指さしていくと、自分の望む字の所で目ば
たきをして字を拾い、こうして詩は作られた。
------------------------------------------------------------
はっきりと見えてきた
自分の力ではたらけないと　きづいた瞬間に　わたしをしっかりささえて

みうで

いてくださった　キリストのあいの御腕が　はっきり見えてきた。
た

　　　　　　　　水野源三第一詩集「わが恵　なんじに足れり」より

------------------------------------------------------------
だんねん

  水野源三の詩は、断念の中から語られる。ほかにも「ばらの木よ」、
「空にひかる星よ」、「驚くべきめぐみ」といった詩がある。水野さんは
一切をたたれ、唯一まばたきができる。そのまばたきをもって自分の
気持ちを精一杯、しかも、言い尽くせぬ感謝をもって言い表している。
　
3.柔和な人－平和を実現する人

　柔和な人々は、幸いである、その人たちは地を受け継ぐ。（マタイ5:5）

　柔和な人たちは自分の力で生きているのではない。だから生きる価
値がないとは言わない。彼は命のもとに直結し、そこから生きる寿命
の命、そのあいだに何物も入らず、人の思いや働きが断たれたところ
から生きる、その人は、空の鳥、野の花のように、柔和である。
　「思い煩ってはならない」（マタイ6:25-34）とイエスは言う。人の命
は寿命の命であり、花の命や空の鳥の命と同じように、限界をもつ命
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である。人は食べ物のこと、着物のことで思い煩う。それなしに生き
られないかのように思い違え、不要な思い煩いをかかえ、自分の足元

み あふれ

にきている満ち溢れる祝福を離れる。柔和な人たちは、足が動かなく
ても、ものが言えなくても、自身の足もとまできている祝福の響きを
はっきりと聞き分ける。この柔和な人たちこそ神共にいますインマヌ
エルの人であり「神の足台である、地を受け継ぐ」。このあと、「あな
たがたは地の塩である」（マタイ5:13）という教えが続く。塩は異なる
味を調和あるものに変える。塩は自分を溶かす。いわば自分を無にし、
他者を生かす。この消極面があってこそ、異質なものをとり結ぶ和解
の働きができる。わたしたちは水野源三さんの存在によってまたその
著書によって柔和な人を知ることが出来る。彼は柔和であり、多くの
人に慰めと励ましを与えて平和をつくりだした。

4.義に飢え渇く人々は、幸いである（マタイ5:6,5:10）

　義に飢え渇く人－義のために迫害される人

　「義」は人と神、人と人との正しい関係をあら
わす言葉であり、正義、不義、広義、仁義、義務
というように使われる。それは二つの歯車にたと
えることができる。動力をもつ歯車は力を抜いて
空力となった歯車とかみ合って力を伝える。
動力をもつ歯車に対して、もう一つの歯車は力を
受けるために、空力であり、無となり、絶対受動
でなければならない。何らかの力が入ると、歯車
同士は混乱する。動力の歯車と空力の歯車がしっ
かりかみ合うとき、力はそのまま伝わり、自然な動きをする。
　そのように動力である命と人の生命のゆるぎない一体性を「義」と
言う。この「義」を求めなさい。義に飢え渇く人はこのゆるぎない結
合を求めている。その故に、人から悪口を言われて、迫害を受けるこ
とがあるが、それも義のゆえに甘んじて受けることができる。そのも
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あ

との動力である命を受けているとき、十分飽き足りる。「わたしのため
悪口、迫害を受ける時」、あなたがたは幸いである。

３．イエスの教え  論争の中で

しゅぎょく

　論争の中で語られたことばの中に珠玉の言葉がある。14例を示そう。
この教えはそこだけを取り出して読むと間違うことがあるので、前後
の文脈のなかで読むことが望まれる。
以下の（　）はマルコ福音書の引用句である。

１.「わたしについて来なさい。人間をとる漁師にしよう」（1:17）
２.「医者を必要とするのは、丈夫な人ではなく病人である。」（2:17）
３.「新しいぶどう酒は、新しい革袋に入れるものだ。」（2:22)
４.「安息日は人のために定められた。人が安息日のためにあるのではない。」
　　　 （2:27）
５.「家が内輪で争えば、その家は成り立たない。」（3:25）
６.「神の御心を行う人こそ、わたしの兄弟、姉妹、また母なのだ。」（3:35）
７.「人の中から出て来るものが、人を汚すのである。」（7:15）
８.「全世界を手に入れても、自分の命を失ったら、何の得があろうか。」

（8:36）
９.「自分自身の内に塩を持ちなさい」（9:50）
10.「神が結び合わせてくださったものを、人は離してはならない。」（10:9）
11.「あなたに欠けているものが一つある。」（10:21）
12．「人の子は仕えられるためではなく仕えるために来たのである。」（10:45）
13.「皇帝のものは皇帝に、神のものは神に返しなさい。」(12:17)

おきて

14.「第一の掟は、これである『イスラエルよ、聞け、
　　わたしたちの神である主は、唯一の主である。」(12:29)


